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の正方形状 (あるいは円状)の剛体バ リアーの半径の比 として､一体のエ
ネルギー準位 (エネルギー固有値)を磁束の関数として求める｡ 電子をフェ
ルミ準位まで詰めることにより永久電流が求まり､これは磁束に関する周
期関数 (周期は磁束量子)となる｡ アスペクト比を大きくする古手つれ､永
久電流の磁束相関の相関距離は可積分 ビリア-ドの場合は不変であるが､
シナイビリア-ドの場合は長くなる[4]｡ BerryとKeatingの半古典理論の
予想との比較についても言及する｡
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